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クライアント・サーバシステムとは何気ない日常の風景

• Amazonで地球惑星科学入門を購入

✓WWWサーバ（サーバ）とブラウザ（クライアント）

• 講義の担当教員に質問メールを送信

✓メールサーバ（サーバ）とメーラ（クライアント）

何気なく使用されているネットワークの

基本的な仕組み

クライアントサーバシステム
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クライアント・サーバシステムとはクライアントサーバシステムとは

• 「クライアント」が「サーバ」に要求を出し，サーバが

要求に応えるというシステム

✓要求に対して計算機が行う処理をサーバに集中

✓要求に応じて様々なサーバで分担処理

• 分散処理システムの一つ

サーバ

クライアント

コンピュータネットワーク

サービスを要求

サービスを提供
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サーバとは

• Server : 提供者

• 機能やサービスを提供する計算機 or ソフトウェア

• ネットワークを介す場合と介さない場合がある

• サーバの例：

✓ウェブサーバ

• ウェブコンテンツの配信

✓メールサーバ

• メールの送受信 

✓ Xサーバ

• X ウィンドウシステムの提供
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• Client : 顧客

• サーバが提供する機能やサービスを利用する

計算機 or ソフトウェア

• クライアントの例：

✓ブラウザ

• ウェブコンテンツの閲覧

✓メーラ

• メールの送受信 

✓ X クライアント

• ターミナルエミュレータ, xeyes

クライアントとは
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クライアントサーバシステムの特徴

• 機能や情報を集中管理/共有できる

• 処理を分散させて効率よくサービスを提供できる

✓一つの計算機に全ての機能を持たせる必要がなくなる

✓クライアントは必要時のみ稼働させればよい

• クライアント・サーバ間で各サービスそれぞれに

決まった通信プロトコル（第 4 回参照）が必要
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Tim Berners-Lee 氏
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/
commons/f/f8/Tim_Berners-Lee.jpg

WWWとは

• World Wide Web

（「世界中に広がった蜘蛛の巣」の意）

• インターネットで標準的に用いられる

情報資源の公開・閲覧システム

• 考案者は Tim Berners-Lee 氏

（欧州原子核研究機構; CERN）
✓ 元々は CERN 内の相互論文閲覧システム（1989 年）

✓ 閲覧する計算機に依らない文書閲覧方式

✓ ネットワークを介して文書をやりとり
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プロトコル

ファイルの要求

ウェブコンテンツ
（ファイル）

解釈 + 表示

ブラウザ
（クライアント）

ウェブサーバ
（サーバ）

WWWの通信の概念図
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HTTP or HTTPS

ファイルの提供
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HTTP or HTTPS

ファイルの提供



https://gs.statcounter.com/browser-market-share/desktop/worldwide より作成

ブラウザ（ウェブブラウザ）

2025年5月世界ブラウザシェア（デスクトップ）
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• ウェブサーバ上で公開されているウェブコンテンツ（後述）を

要求及び閲覧するためのソフトウェア

• サーバから受け取ったファイルを解釈して表示

• 様々なブラウザが存在

✓例：Google Chrome, Microsoft Edge, Safari, Firefox, etc.

Chrome

Edge

Safari

Firefox

Opera

Brave

Others

https://gs.statcounter.com/browser-market-share/desktop/worldwide


全Web サイトにおける

WWW サーバの利用割合

ウェブサーバ（WWWサーバ）
• クライアント（ブラウザ）のリクエストに応じて

ウェブコンテンツを提供する計算機 or ソフトウェア

• サーバソフトウェアには多くの種類がある

✓例：nginx, Apache2, Microsoft IIS, Jupyter Notebook …

• 実習編では Apache2を用いる

https://www.netcraft.com/blog/
may-2025-web-server-survey
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プロトコル

ファイルの要求

ウェブコンテンツ
（ファイル）

解釈 + 表示

ブラウザ
（クライアント）

ウェブサーバ
（サーバ）

WWWの通信の概念図
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HTTP or HTTPS

ファイルの提供



WWWの通信で使用するプロトコル

• HTTP (HyperText Transfer Protocol)

✓WWWの通信で基本的に利用されるプロトコル

• 設計者は Tim Berners-Lee氏

✓暗号化されていない通信

✓デフォルトのポート番号：80 番

• HTTPS (HyperText Transfer Protocol Secure)

✓ SSL/TLS プロトコルを用いて HTTP通信を暗号化したもの

• 盗聴，改ざん，なりすましの防止

• 個人情報のやりとり，オンライン決済などに使用

✓デフォルトのポート番号：443 番
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ハイパーテキスト

• 複数の文書を相互に関連づける仕組み

• 文書中にハイパーリンク（リンク）を

設置することができる

•計算機を用いた文書作成，

閲覧システムの一つ
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ハイパーリンク（リンク）

ハイパーテキスト

•文書内に埋め込まれた他の文書への参照情報

✓例：https://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~inex

スケジュール表・各回資料

•それぞれの文書からハイパーリンクをたどることで

次々に他の文書を表示することが可能となる
ハイパーリンク
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https://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~inex
https://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~inex/y2025/schedule.html


https://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~inex/index.html

URL (Uniform Resource Locator)

• 個々のファイル (データ) の場所を一意に示す識別子

• 「通信方法」と「住所」を指定

• 例：INEX トップページの場合
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https://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~inex/index.html

URL (Uniform Resource Locator)

• 個々のファイル (データ) の場所を一意に示す識別子

• 「通信方法」と「住所」を指定

• 例：INEX トップページの場合

通信方法 住所
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https://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~inex/index.html

URL (Uniform Resource Locator)

• 個々のファイル (データ) の場所を一意に示す識別子

• 「通信方法」と「住所」を指定

• 例：INEX トップページの場合

通信方法 住所

ドメイン名（サーバ名）
（第 4 回参照）

ファイルのパス
（第 2 回参照）
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https://133.50.160.51/~inex/index.html

URL (Uniform Resource Locator)

• 個々のファイル (データ) の場所を一意に示す識別子

• 「通信方法」と「住所」を指定

• 例：INEX トップページの場合

通信方法 住所

IPアドレス
（第 4 回参照）

ファイルのパス
（第 2 回参照）
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URI・URNURI・URN

• URI (Uniform Resource Identifier)

✓個々のデータを一意に示すための識別子

✓ URL, URN などが含まれる

• URN (Uniform Resource Name)

✓個々のデータの名前を一意に示す識別子

✓ URNの例：

• ISBN（書籍）978-4-8329-8219-2

• ISSN（雑誌）0028-0836 (Nature)

• DOI（電子文献） 10.1029/2019JD031761

• OID（オブジェクト識別子）0.2.440（日本）
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URI・URNURI・URN

• URI (Uniform Resource Identifier)
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✓ URL, URN などが含まれる
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プロトコル

ファイルの要求

ウェブコンテンツ
（ファイル）

解釈 + 表示

ブラウザ
（クライアント）

ウェブサーバ
（サーバ）

WWWの通信の概念図
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HTTP or HTTPS

ファイルの提供



ウェブコンテンツウェブコンテンツ
•ウェブ上で提供される「モノ」

✓定義は非常に曖昧

✓個々のファイルから一括りの大きなサービスまで包含

• ウェブコンテンツの例：

✓個々のファイル：HTML文書，画像，動画，etc.

✓一括りの大きなサービス：Webメール，SNS，etc.
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HTML・XMLHTML (HyperText Markup Language)

• ウェブサーバ上で公開される文書に用いられる

標準的なマークアップ言語

✓マークアップ言語：文書の見た目や構造などを

文章と共に記述するための言語

• ハイパーリンクが使用可能

• タグ（後述）を用いて記述可能

• WHATWG (Web Hypertext Application Technology Working 

Group) により標準仕様が策定

✓ WHATWG：Apple, Mozilla, Google, Microsoft によって構成される，

Web 技術の標準仕様を策定する組織
28



HTML ソースの表示HTML ソースの表示

• HTML 文書に実際に

書かれている内容

• ブラウザが HTML

ソースを解釈し，

整形したものを

画面に表示
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HTML ソースの表示
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ソースを解釈し，

整形したものを

画面に表示

HTML ソースの表示
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HTML ソースの表示
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HTML ソースの表示

• HTML 文書に実際に

書かれている内容

• ブラウザが HTML

ソースを解釈し，

整形したものを

画面に表示

HTML ソースの表示
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HTML ソースの表示HTML タグ

• HTML 文書で用いられる符号

• 文書構造を指定

✓段落や箇条書き

✓ハイパーリンク・画像の貼り付け

開始タグ 終了タグ

詳しくは実技編で！
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文書作成時の注意：文字コード

UTF-8として読み込む Shift-JIS として読み込む

文字コード

• 文字や記号を計算機上で扱うために，文字や記号一つ一つに

割り当てられた固有の符号のセット

✓文字コードの例：UTF-8, Shift-JIS, EUC-JP,…

• 異なる文字コードで読み込むと，符号が異なるため，文字や

記号が正しく解釈されないことがある（文字化け）
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なぜ著作権を学ぶのか

• WWW はウェブコンテンツを

「提供する」・「取得する」ための仕組み

• 情報を取得する側だけでなく，提供する側・提供する場を

作る側になるためにも，コンテンツを利用する際の

最低限のルールは知っておかなければならない

何事でもルールを
知ることは大切なことだね
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著作権とは著作権とは

• 自分の著作物を他人に不正に利用されない権利

✓著作物：思想又は感情を創造的に表現したものであって，

文学，学術，芸術又は音楽の範疇に属するもの．

• 絵，文章，音楽，写真，動画，デザイン，プログラム，etc.

• 単なるデータ，模造品，アイディア，工業製品などは含まれない

• 法律，憲法，裁判所の決定などは著作物だが，著作権の対象外

• 著作物が創作された時点で

自動的に発生（無方式主義）

（著作権法 第2条）
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他人の著作物を扱う際に他人の著作物を扱う

• 許容されていること

✓ウェブ上で見つけたイラストを個人用 PC の背景に設定

• 許容されていないこと

✓ウェブ上で見つけたイラストを SNSのアイコンに無断で設定

✓録画したテレビ番組を動画サイトで公開  etc.
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分からない場合は使用ルール
（ライセンス）を調べよう！



ライセンスとはライセンスとは

•著作者が定めた「使用ルール」

•ソフトウェアの分野では，開発者がそのソフトウェアの

使用・改変・再配布・販売などの可否や条件を定めたもの，

また，それを文書にまとめたもの

•ライセンスの例：

✓ GNU General Public License (GPL) 

• 公開，改変，再配布は自由

• 改変した資源も GPLに従う

• Linuxにも利用されている

✓クリエイティブ・コモンズ・ライセンス（CC ライセンス）

✓ MIT ライセンス 39



CCライセンスCCライセンス

• クリエイティブ・コモンズと呼ばれる国際的非営利組織とそ

のプロジェクトの総称が提供するライセンス

• インターネット時代のための新しい著作権ルール

• 作者は著作権を保持したまま作品を自由に流通が可能

• 受け手はライセンス条件の範囲内で再配布や

リミックスなどが可能
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MITライセンスMIT ライセンス

• MIT (Massachusetts Institute of Technology) により作成

• 著作権および許諾表示の記載にて商用非商用を問わず

使用・改変・複製・再配布が可能

• 作者・著作権者は公開された著作物によって不利益を受けた

ユーザから訴えられることはない（免責条項）

✓免責条項がない場合，著作物を利用したユーザが不利益を

被った際に訴えられる可能性がある

✓著作物を公開する際には，著作物の利用されることによって

生じる責任についても考えなければならない
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「フリー」という言葉に注意！フリーという言葉に注意！

• フリーウェア，フリーソフト，フリー素材，etc.

• 実際は様々な意味の「フリー」が混在している．

✓著作権を放棄

✓改変，公開，再配布可

✓無料 (改変は ×) etc.

• ライセンスに従って使用しなければならない

42

「フリー」がつくから
何をしても良いわけではないんだ！



これまで出てきたイラストは・・
Frame illust (http://frame-illust.com)

ご利用規約
• 当サイトで配布している素材は、個人、法人を問わず
無料ダウンロード・利用OK！

• 事前連絡やクレジット表記も必要ありません。

• 商業用印刷物やWebサイト、映像メディア等にも自由にご利用いただけます。

素材を使用した物品の販売（有料）
• 「素材を使用して製作した物品」を販売される場合は、
素材１点あたり5,000円（＋消費税）にて使用許可させていただいております。

これまで出てきたイラストは・・・

43
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プロトコル

ファイルの要求

ウェブコンテンツ
（ファイル）

解釈 + 表示

ブラウザ
（クライアント）

ウェブサーバ
（サーバ）

WWWの通信の概念図
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HTTP or HTTPS

ファイルの提供

WHATWGによって

仕様策定



まとめ
• 著作権

✓他人に不正に著作物を利用されない権利

• ライセンス

✓著作者が定めた「使用ルール」

• 著作物を使用する前に必ず確認する

• 「フリー」≠ 「何をしても良い」

まとめ

45

ライセンスを確認することが大切！
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